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~He ハイパー核の弱崩壊を A 粒子のスピン偏極に対する崩壊粒子の非対称の測定により研究した。非対称は弱崩壊
のパリティを保存する振幅とパリティを破る振幅の干渉により起こる。ハイパー核は 2 つの崩壊様式を持ち，中間子
崩壊 (A→Nπ) と非中間子崩壊 (AN→NN) である 0・非中間子崩壊はストレンジネスを変える AN 間弱相互作用で
ある。よって，非中間子崩壊の非対称は AN 間弱相互作用のスピンーパリティ構造の情報を与え，一方崩壊分岐比
(rln • nn/ rAP→ np) はアイソスピン構造の情報を与える。
~He ハイノfー核は 6Li( 7[+， ](+)~Li 反応の後それに続く陽子崩壊により生成された。(7[+， ](+)反応は主に素過程に
おける偏極により ~He に偏極を与える。 ~He 中の A 粒子はスピンーパリティが 0+ の 4He 芯に束縛されている。よっ
て ， A 粒子の偏極は ~He の偏極と正確に等しいo ~He の中間子崩壊の非対称度は， ~He のスピンーパリティが自由 A
粒子と同じ1/2+ であるため， 11 粒子の自由崩壊の非対称度とほぼ等しい。 ~lHe の偏極を f 中間子崩壊の上下非対称
の測定により自由 A 粒子の偏極に対する非対称度 (αn-=0.642:i 0.013) を用いて初めて決定した。得られた偏極量は
散乱角領域仇=2~7 ， 7~15 度で平均してそれぞれ九 =0.25 土 0.08ヰ沼， 0.39 :i: O.09 士 0.02 であった。偏極したハイパー




~He の非中間子崩壊より放出される陽子の非対称は 2 つの散乱角領域で Aρ/k=O. l1 士 0.08 士 0.01 ， 0.05:iO.10:iO.01 
と測定された。この結果は非対称中間子崩壊から得た偏極量を用いて，非中間子崩壊の偏極に対する非対称度が aJ:M=
0.24:t 0.21 であることを示す。 3 体， 4 体ノ\イパー核の非中間子崩壊の分岐比は極度に小さいため， ~He は実験可能な




ある振幅が主であり，終状態のアイソスピンが 1 と O の振幅の位相は同符号である。一方，中間子交換模型による計







更に進めて ~He という最も単純な偏極したハイパー核をは， K) 反応で生成して研究した。世界で始めて偏極度を実
験的に決定し，更にパリティの破れを定量的に引き出した。この研究によりハイペロン核子の弱い相互作用が進んだ。
以上の研究は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
